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分  会
2014年
１／１付

現勢
月間目標

６／１付
現勢

西尾久 273 9 ★ 10 272 ▲ 1

東尾久１ 115 4 ★ 5 114 ▲ 1

東尾久２ 176 7 ★ 11 183 7

荒　 川 260 9 3 254 ▲ 6

町屋北 187 7 1 181 ▲ 6

町屋南 167 6 2 168 1

日暮里１ 145 5 ★ 6 145 0

日暮里２ 189 7 ★ 8 188 ▲ 1

南千住 181 7 ★ 7 175 ▲ 6

事業所 124 4 ★ 10 131 7

直　 属 191 23 205 14

    合　計 2,008 65 ★ 86 2,016 8

主婦の会 386 12 ★ 12 390 4

青年部 57 5 ★ 5 58 1

荒友会 162 11 ★ 11 157 ▲ 5

成　果
１／１付

増差
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１
９
６
６
年
に

静
岡
県
清
水
市
で

発
生
し
た
強
盗
殺

人
放
火
事
件
、
お

よ
び
そ
の
裁
判
で

死
刑
が
確
定
し
て

い
た
袴
田
巖
（
は

か
ま
だ
い
わ
お
）
元
被
告
が
判

決
の
冤
罪
を
訴
え
、
３
月
27
日

に
死
刑
及
び
拘
置
の
執
行
停
止

並
び
に
裁
判
の
再
審
が
決
定
し

た
。
同
日
釈
放
後
、
一
時
都
内

の
病
院
に
入
院
し
た
も
の
の
拘

禁
反
応
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、

5
月
27
日
に
48
年
ぶ
り
に
故
郷

の
浜
松
市
に
帰
っ
た
。
こ
の
事

件
で
は
、
警
察
が
誤
認
若
し
く

は
故
意
に
事
実
を
無
視
し
た
疑

い
が
指
摘
さ
れ
、
証
拠
ね
つ
造

や
取
り
調
べ
に
お
け
る
違
法
行

為
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

▼
パ
ソ
コ
ン
の
遠
隔
操
作
事
件

で
、
威
力
業
務
妨
害
罪
な
ど
に

問
わ
れ
て
い
た
片
山
被
告
は
、

結
局
「
真
犯
人
」
で
あ
っ
た
。

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
知
ら
な
い

間
に
遠
隔
操
作
さ
れ
た
り
す
る

の
も
怖
い
が
、
こ
の
事
件
で
は

４
人
が
誤
認
逮
捕
さ
れ
、
２
人

が
自
供
し
た
と
報
道
さ
れ
た
。

捜
査
側
の
問
題
は
あ
ま
り
報
道

さ
れ
て
い
な
い
が
、
誤
認
逮
捕

な
ど
捜
査
当
局
の
問
題
が
出
あ

っ
た
の
は
事
実
で
、
権
力
の
怖

さ
を
知
っ
た
事
件
で
あ
る
。

▼
政
府
が
、
労
働
時
間
に
関
わ

ら
ず
賃
金
が
一
定
に
な
る
「
残

業
代
ゼ
ロ
」
の
働
き
方
を
一
般

社
員
ま
で
広
げ
る
検
討
を
始
め

た
。
今
月
に
改
訂
す
る
、
安
倍

政
権
の
成
長
戦
略
に
盛
り
込
む

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

▼
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
た
め

の
憲
法
改
正
よ
り
、
も
っ
と
足

元
を
見
て
、
国
民
を
大
事
に
し

て
よ
、
安
倍
首
相
殿
。
（
虎
）

祝・目標達成！皆の奮闘のおかげです、本当にお疲れさまでした！

白色申告事業所得者の皆さん

青色申告者と同様に白色申告者

の事業所得等を有する全ての人に

対して、平成26年１月から記帳が

義務化されました。売上収入や仕

入れ、必要経費に関する事項を記

録、保存することで自身の経営状

態を把握することが出来、調査時

の対応も的確に行えます。具体的

な記帳相談は、組合で随時対応し

ていますので気軽に支部担当迄。

11年連続で本・支部目標達成

７
分
会
が
目
標
達
成

主
婦
の
会
・
青
年
部
・
荒
友
会
も
達
成

達成して安心の表情の面々（日暮里１）

日曜行動でＢＢＱ（荒川）

【
組
織
部
】
３
月
末
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
春
の
拡
大
月
間
も

目
標
65
人
に
対
し
て
、
86
人
の

到
達
を
築
き
、
２
０
０
４
年
か

ら
11
年
連
続
の
本
・
支
部
目
標

達
成
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
連
日
連
夜
・
昼
夜
を

問
わ
ず
に
大
奮
闘
を
繰
り
広
げ

た
、
多
く
の
組
合
員
と
家
族
の

皆
さ
ん
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

６
月
１
日
付
の
組
織
現
勢
は

２
０
１
６
人
と
な
り
、
1
月
現

勢
（
２
０
０
８
人
）
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目

標
達
成
分
会
は
７
分
会
で
、
う

ち
６
分
会
が
目
標
を
超
過
す
る

成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
、
荒
友
会
、
主

婦
の
会
も
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。

月
間
は
好
調
な
滑
り
出
し
を

見
せ
て
順
調
に
推
移
し
ま
し
た

が
、
第
５
次
の
日
曜
統
一
行
動

を
境
に
、
加
入
成
果
は
伸
び
悩

５
月
23
日
、
最
終
行

動
日
に
拡
大
目
標
達
成

を
分
会
拡
大
セ
ン
タ
ー

で
祝
い
ま
し
た
。

対
象
者
が
な
か
な
か

挙
が
ら
な
い
な
か
で
、

良
く
頑
張
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
最
初
か
ら
最

後
ま
で
苦
戦
を
強
い
ら

れ
、
こ
れ
で
は
達
成
は
無
理
か

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
未
加

入
事
業
所
の
加
入
で
何
と
か
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
拡
大
月
間
で

は
、
特
に
組
合
員
の
仲
間
の
協

力
と
担
当
書
記
の
粘
り
腰
と
い

う
諦
め
な
い
気
持
ち
が
強
か
っ

た
こ
と
で
結
果
に
結
び
つ
い
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
支
部

長
は
じ
め
支
部
幹
部
役
員
を
輩

出
し
て
い
る
分
会
の
底
力
を
示

せ
た
の
で
安
心
で
き
ま
し
た
。

苦
労
が
実
る

日
暮
里
１

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
達
成
分
会
に

成
果
の
上
積
み
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
未
達

成
分
会
に
は
月
間
終
了

の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
達
成

に
向
け
た
行
動
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
、
５

月
30
日
に
支
部
目
標
を

達
成
で
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
年
間
実

増
を
め
ざ
し
た
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

目標達成し、安堵の笑顔で祝杯（西尾久）
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３
月
１
日
か
ら
６
月
１
日

ま
で
、
「
こ
れ
か
ら
も

い

つ
ま
で
も
」
と
題
し
て
蔦
谷

喜
一(

つ
た
や
き
い
ち)

さ

ん
の
今
年
で
生
誕
１
０
０
周

年
を
祝
い
春
の
企
画
展
が
開

催
さ
れ
、
お
祝
い
を
テ
ー
マ

の
ぬ
り
え
と
生
前
き
い
ち
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
雑
誌
を
展

示
し
て
い
た
。

「
『
き
い
ち
の
ぬ
り
え
』

は
昭
和
22
年
か
ら
30
年
代
に

か
け
て
日
本
中
で
大
流
行
し

ま
し
た
。
下
町
の
駄
菓
子
問

屋
か
ら
、
全
国
に
送
ら
れ
子

ど
も
達
に
知
ら
れ
た
。
特
に

北
海
道
が
一
番
人
気
を
博

し
、
売
れ
た
そ
う
で
す
。
今

は
暖
冬
で
す
が
、
当
時
は
雪

で
子
ど
も
達
が
外
で
遊
べ
な

い
の
で
、
き
い
ち
の
ぬ
り
え

が
人
気
と
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
」
と
館
長
の
金
子
マ
サ
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
き
い
ち
の
ぬ
り
え
」
そ

の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
ま
ず

蔦
谷
喜
一
は
、
大
正
３
年
に

東
京
京
橋
の
紙
問
屋
「
蔦
谷

音
次
郎
商
店
」
の
９
人
兄
弟

の
７
番
目(

五
男)

と
し
て

生
ま
れ
た
。
幼
少
時
代
よ
り

人
物
画
を
好
ん
で
描
い

て
い
た
が
、
日
本
画
を

学
び
美
人
画
を
描
く
よ

う
に
な
る
。
昭
和
15
年

26
歳
の
頃
「
フ
ジ
ヲ
」

を
名
乗
り
描
い
た
ぬ
り

え
が
、
子
ど
も
達
の
間

で
人
気
を
博
す
。
し
か

し
、
戦
争
の
勃
発
に
よ

り
、
絵
を
描
く
こ
と
を

中
断
す
る
こ
と
に
。

ぬりえ美術館

①

取材・川又好一

きいちのぬりえきいち／小学館

【
荒
川
・
間
所
秀
夫
通
信

員
】
５
月
15
日
、
首
都
圏
ア
ス

ベ
ス
ト
の
新
た
な
被
害
者
と
被

害
遺
族
を
中
心
と
し
た
第
２
陣

原
告
が
横
浜
と
東
京
の
地
裁
に

同
時
提
訴
し
ま
し
た
。

午
前
11
時
、
東
京
地
裁
前
で

は
国
と
石
綿
建
材
企
業
の
責
任

を
問
う
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統

一
本
部
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
第

２
陣
原
告
団
の
訴
え
、
弁
護
団

長
訴
え
と
続
い
て
第
２
陣
１
１

５
人
の
提
訴
行
動
を
拍
手
で
送

り
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
比
谷
野
音
に
移

動
し
、
決
起
集
会
の
中
で
横
浜

地
裁
で
も
45
人
が
同
時
提
訴
を

す
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。午

後
１
時
半
か
ら
「
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
早
期
解
決
を

め
ざ
す
全
国
決
起
集
会
」
が
行

わ
れ
、
政
党
代
表
の
挨
拶
な
ど

が
あ
り
、
集
会
決
議
提
案
が
さ

れ
、
拍
手
で
採
択
し
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
集
会
は
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
集
会
後
は
、
霞
門

か
ら
西
幸
門
前
と
い
う
省
庁
街

周
辺
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

平
成
８
年
５
月
16
日
、
被
害

者
１
３
６
人
が
国
と
企
業
46
社

に
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
裁
判

を
提
訴
し
て
か
ら
何
と
６
年
を

費
や
し
、
そ
の
間
に
92

人
も
の
原
告
の
方
が
解

決
を
み
る
こ
と
な
く
亡

く
な
っ
て
お
り
、
さ
ぞ

悔
し
か
っ
た
事
だ
と
思

い
ま
す
。
原
告
の
皆
さ

ん
当
然
重
病
な
人
ば
か

り
で
す
。
６
年
も
７
年

も
掛
か
る
裁
判
は
、
実

に
馬
鹿
げ
て
い
ま
す
。

皆
、
一
日
も
早
く
全
員

救
済
さ
れ
る
事
を
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

耳を傾ける参加者たち

【
西
尾
久
・
増
山
國
吉
通
信
員
】
５

月
25
日
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
の

会
に
よ
る
第
５
回
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
神
奈
川

の
横
須
賀
方
面
に

行
き
、
は
じ
め
に

横
須
賀
港
に
あ
る

フ
ラ
ン
ス
庭
園
様

式
の
ヴ
ェ
ル
ニ
ー

公
園
で
バ
ラ
を
観

賞
し
た
り
、
港
に
係
留
さ
れ
て
い
る
艦

船
を
見
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ

ス
で
移
動
し
、
地
場
産
物
総
合
販
売
所

の
「
ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
買
い
物

を
し
て
、
相
模
湾
や
富
士

山
、
湘
南
を
望
む
岬
に
広

が
る
「
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
」

に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
よ
る
昼
食
の
交

流
で
は
拡
大
月
間
と
と
も
に
、
共
済
推

進
月
間
の
う
っ
た

え
も
本
部
の
芳
井

厚
生
文
化
部
長
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

食
後
は
お
風
呂
や

パ
ン
作
り
体
験
な

ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。全

体
の
参
加
は

約
１
０
０
人
で
、

バ
ス
は
３
台
。
な

お
、
支
部
か
ら
の

参
加
は
書
記
含
め
、
12
人
で
し
た
。

バラの花咲く公園にて

Ｂ
Ｂ
Ｑ
と
お
風
呂
と

パ
ン
作
り
体
験

東
部
Ｂ

Ｐ
Ａ
Ｌ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

5.15首都圏建設アスベスト第2陣提訴行動

建設アスベスト訴訟早期解決めざす全国総決起集会

主催者代表あいさつする本部人見委員長

【
南
千
住
・
竹
達
浩
記
者
】

５
月
24
日
、
荒
川
区
９
条
の
会

連
絡
会
主
催
に
よ
る
学
習
会
が

町
屋
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
教

育
家
で
「
平
和
・
民
主
・
革
新

の
日
本
を
め
ざ
す
全
国
の
会
」

の
代
表
世
話
人
で
も
あ
る
三
上

満
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

三
上
さ
ん
は

講
演
の
中
で
、

「
昭
和
20
年
12

月
の
日
本
帝
国

議
会
の
最
後
の

議
会
で
、
公
職

選
挙
法
が
改
正

さ
れ
て
女
性
の

参
政
権
が
可
決

さ
れ
、
翌
年
の

21
年
第
1
回
衆

議
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
36
人

の
女
性
議
員
が

誕
生
し
た
。
憲

法
９
条
は
戦
争
で
悲
し
ん
で
い

る
全
国
の
女
性
の
代
表
が
参
加

し
て
作
ら
れ
た
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
単
な
る

平
和
主
義
で
は
な
い
と
も
。

ま
た
、
当
時
の
憲
法
改
正
小

委
員
会
委
員
長
の
芦
田
均
（
日

本
自
由
党
）
氏
は
「
こ
の
憲
法

９
条
は
、
我
が
国
を
し
て
単
な

る
平
和
愛
好
国
の
水
準
に
と
ど

ま
ら
ず
し
て
、
我
が
国
の
努
力

が
こ
の
地
球
上
の
一
切
の
戦
争

を
地
球
表
面
か
ら
駆
逐
せ
ん
と

す
る
こ
と
に
あ
る
を
表
明
す

る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

宮沢賢治の研究がライフワーク

三
上

満

講
演
会

荒
川
区
９
条
の
会
連
絡
会
主
催

【
日
暮
里
一
・
川
又
好
一
記

者
】
毎
年
恒
例
の
「
５
・
３
憲

法
集
会
」
が
日
比
谷
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
、
全
体
で
３
７
０
０

人
が
参
加
し
、
荒
川
支
部
か
ら

は
10
人
で
し
た
。
午
後
一
時
に

開
会
と
な
っ
て
、
ス
ピ

ー
チ
の
津
田
大
介
さ
ん

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

は
「
今
、
憲
法
の
解
釈

を
変
え
て
し
ま
お
う
と

し
て
い
る
」
と
訴
え
、

青
井
未
帆
さ
ん
（
学
習

院
大
学
法
務
研
究
科
教

授
）
は
「
立
憲
民
主
主

義
を
守
り
、
自
由
が
守

ら
れ
る
為
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
17
人
の

一
分
間
ス
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
訴
え
が

あ
り
、
社
民
党
党
首
吉
田
さ
ん

と
日
本
共
産
党
志
位
委
員
長

は
、
安
倍
首
相
が
推
し
進
め
て

い
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
つ

い
て
の
危
機
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。
集
会
終
了
後
に
は
、
銀
座

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

あ
る
調
査
で
は
国
民
の
多
く

は
憲
法
に
無
関
心
で
、
憲
法
に

守
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

憲
法
を
守
る
為
に
国
民
が
努
力

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
あ
ら

た
め
て
思
い
ま
し
た
。

唄と音楽でデモ隊が送り出される

三
上
さ
ん
は
、
宮
沢
賢
治
の

童
話
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
用
し

な
が
ら
、
憲
法
９
条
に
は
日
本

の
み
な
ら
ず
、
全
世
界
の
人
類

の
生
存
理
念
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

５
・
３

憲
法
集
会

２
０
１
４

舞台ではスピーチの訴え
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Ｊ
Ｒ
三
河
島
駅
前
の
尾
竹

橋
通
り
か
ら
、
賑
わ
い
通
り

に
入
り
二
の
坪
交
差
点
に
向

か
い
、
塩
島
米
店
の
先
の
四

つ
角
を
右
へ
曲
が
る
と
左
側

に
「
居
酒
屋
と
も
」
の
赤
提

灯
が
目
立
ち
灯
っ
て
い
る
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
落
ち
着

い
た
店
内
は
、
還
暦
を
過
ぎ

た
年
代
の
方
々
に
は
、
懐
か

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気

を
持
っ
て
い
ま
す
。

店
長
の
キ
ム
さ
ん
は
、
日

本
に
来
て
約
10
年
程
。
祖
国

の
料
理
を
日
本
の
方
々
に
も

合
う
よ
う
な
味
付
け
を
作
り

出
し
、
そ
の
料
理
が
お
客
様

の
活
力
に
な
れ
ば
と
思
い
、

提
供
し
て
い
ま
す
。
何
と
言

っ
て
も
韓
国
料
理
の
特
徴

は
、
美
容
と
健
康
に
良
い
の

で
、
若
い
人
に
も
高
齢
者
に

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
の
ど

自
慢
の
方
も
大
歓
迎
の
お
店

で
、
小
上
が
り
に
は
４
～
６

人
が
座
れ
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
提
示
▼

１
～
３
人

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

４
人
以
上

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ビ
ス

２
時
間
２
千
円

営
業
時
間
18
：
00
～
24
：
00

定
休
日

第
1
・
３
月
曜
日

文
・
写
真

川
又
好
一
記
者

＝
日
暮
里
一
分
会

２０１４年６月１０日 第５４８号

居酒屋(カラオケ) と も

荒川区東日暮里３－１８－１０

電話 ０３－３８０６－８５２２

日本人好みの味で提供

【
町
屋
南
・
井

澤
力
通
信
員
】
５

月
11
日
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
後
継

者
対
策
部
主
催
の

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
、
潮
干
狩
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
の

６
時
30
分
に
支
部

前
で
集
合
し
て
、

予
定
通
り
の
定
刻

に
出
発
し
、
目
的

地
の
千
葉
県
木
更

津
海
岸
へ
。
ま
さ

に
五
月
晴
れ
で
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
現
地
に
着
く
と
早
速
潮
干

狩
り
で
す
。
参
加
し
た
家
族
ご

と
め
い
め
い
に
熊
手
と
網
を
持

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
散

ら
ば
り
潮
干
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
終
わ
り
の
時
間
に

な
る
と
、
網
の
中
に
ア
サ
リ
を

い
っ
ぱ
い
詰
め
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
収
穫
が
少
な
か
っ
た
人

も
い
ま
し
た
が
一
様
に
皆
が
笑

顔
で
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
ホ
テ
ル
三
日
月
へ

移
動
し
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
の
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。
食
後
は
、

各
自
に
各
種
の
ス
パ
や
プ
ー
ル

に
入
る
な
ど
し
て
帰
り
の
時
刻

ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
帰
り
は
再
び
バ
ス

に
乗
り
、
途
中
の
海
ほ
た
る
Ｐ

Ａ
に
立
ち
寄
り
お
土
産
な
ど
を

買
う
な
ど
の
休
憩
を
と
り
、
支

部
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
は
20
家
族
、
88
人

荒
川
文
藝
倶
楽
部

仲
間
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

【
編
集
部
】
仲
間
の
文
芸
作
品
を
披
露
す
る
場
を
常
時
設
け
、

可
能
な
限
り
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
、
奮
っ
て
編
集
部
へ
連

絡
を
頂
き
投
稿
下
さ
い
。
尚
、
一
回
に
つ
き
一
人
一
作
品
掲
載
。

今
、
日
本
の
政
局
に
世
界

が
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
憲
法
９

条
の
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
の
政
治

的
結
末
に
対
し
て
で
あ
る
。

確
か
に
、
現
在
の
世
界
情

勢
は
戦
後
最
悪
の
多
極
的
紛

争
要
因
が
噴
出
し
、
多
発
し

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
倍
首
相
が
に
わ

か
づ
く
り
に
よ
る
側
近
の
イ

エ
ス
マ
ン
だ
け
の
指
摘
諮
問

機
関
（
安
保
法
制
懇
）
に
答

申
さ
せ
、
自
ら
も
国
会
等
に

て
報
告
茶
番
劇
を
演
じ
る
程

の
至
近
な
も
の
で
は
な
い
。

日
本
国
憲
法
の
誕
生
に
は

異
論
も
あ
る
が
、
施
行
後
67

年
間
で
日
本
の
青
年
が
一
人

も
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
て
い

な
い
の
は
憲
法
９
条
の
力
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

世
界
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
。

安
倍
首
相
は
、
そ
の
憲
法

９
条
の
戦
争
放
棄
の
条
項
削

除
は
困
難
と
判
断
し
、
戦
争

遂
行
に
係
る
諸
要
件
の
判
断

を
安
保
法
制
懇
に
委
ね
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
９
条

の
存
在
を
な
い
が
し
ろ
に
し

て
、
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団

的
自
衛
権
行
使
が
可
能
に
な

っ
た
場
合
、
日
本
は
再
び
暗

黒
の
時
代
に
戻
る
。
国
民
無

視
で
、
暴
走
を
繰
り
返
す
政

府
と
そ
れ
を
批
判
も
し
な
い

メ
デ
ィ
ア
。
国
民
は
、
そ
の

暴
走
を
許
さ
な
い
。
（
Ｈ
）



先日、荒川消防署で女性団員の

教育訓練が行われました。地震や

火災が発生すると、男性も女性も

なく地域の活動に取り組みます。

放水消火訓練のシーンですが、日

常的に救命救護の訓練も行ってお

り、東日本大震災以降は消防団へ

の地域の期待は高まっています。

「
訓
練
で
も
真
剣
で
す
」

荒
川
分
会並

木
義
男
さ
ん

「どれどれ、アサリはいるかな」

（
俳

句
）

公
園
の

葉
桜
み
ど
り

さ
わ
や
か
に

東
尾
久
２
分
会

今
野

正
夫

後
継
者
対
策
部
主
催
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

で
皆
が
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。

マ
グ
リ
が
獲
れ
た
の

に
、
今
年
は
あ
ま
り

獲
れ
な
か
っ
た
の
が

少
し
残
念
で
し
た
。

し
か
し
、
私
の
仕

事
は
毎
日
が
忙
し
く

て
、
朝
が
早
く
、
夜

も
遅
い
こ
と
か
ら
な

か
な
か
家
族
サ
ー
ビ

ス
も
で
き
な
い
の
で

組
合
の
こ
の
よ
う
な

企
画
は
大
変
助
か
り

ま
す
。

そ
し
て
、
子
供
た

ち
も
普
段
の
生
活
の
な
か
で
自

然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
少
な
い

の
で
、
有
意
義
な
ひ
と
時
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
ぜ

ひ
、
企
画
し
て
下
さ
い
。

「いっぱい獲れた！潮干狩りって楽しいね」

憲
法
の
解
説
書
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
本
書
の
特
徴
は
各
条
文
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
く
さ
ん
盛
り

込
ん
で
い
る
こ
と
。
東
京
新
聞
な
ど

に
連
載
後
、
２
度
の
加
筆
・
修
正
を

経
て
文
庫
化
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

当
然
、
よ
く
登
場
す
る
の
が
自
民

党
の
改
憲
派
の
皆
さ
ん
。
同
党
改
憲

草
案
も
各
条
文
に
合
わ
せ
て
詳
細
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
現
憲
法
の
理
念

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
お
の
ず
と
明
ら
か

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

改
憲
・
護

憲
の
前
に
「
知
憲
」
。
時
々
読
み
返

せ
る
の
は
、
文
庫
の
強
み
で
す
。

「読むための日本国憲法」

東京新聞政治部編（文春文庫、６３０円＋税）

も
し
、
個
人
事
業
主
や
一
人

親
方
の
方
で
法
人
事
業
所
を
設

立
さ
れ
る
際
に
は
事
前
に
支
部

事
務
局
ま
で
連
絡
し
、
対
応
を

ご
相
談
下
さ
い
。
土
建
国
保
に

既
に
加
入
し
て
い
て
、
法
人
設

立
す
る
場
合
は
継
続
し
て
国
保

加
入
で
き
ま
す
が
、
厚
生
年
金

の
新
規
適
用
手
続
き
が
必
要
で

す
。
同
時
に
就
業
実
態
変
更
手

続
き
に
よ
り
、
保
険
料
区
分
も

変
更
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
手
間
請
職
人
の
方
が

法
人
事
業
所
従
業
員
と
な
る
場

合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

自
然
と
ふ
れ
あ
い

家
族
サ
ー
ビ
ス
万
歳

組
合
へ
の
土
建
国
保
の
異
動
届
出

Ｑ
・
就
業
実
態
が
変

わ
っ
た
時
ど
う
す
る

【
南
千
住
・
竹
達
和
弘
さ

ん
】
今
年
の
潮
干
狩
り
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
大
変
楽
し
い
一

日
で
し
た
。
少
し
欲
を
言
え
ば

昨
年
は
た
く
さ
ん
ア
サ
リ
や
ハ
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諏
訪
台
通
り
は
、
Ｊ
Ｒ
日

暮
里
駅
先
か
ら
西
日
暮
里
駅

前
ま
で
の
５
４
０
メ
ー
ト
ル

の
距
離
で
、
諏
訪
台
の
中
央

を
通
っ
て
い
て
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
通
り
で
あ
る
。

通
り
は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
と
ほ

ぼ
平
行
し
、
急
な
坂
を
上
が

り
き
る
と
樹
木
に
覆
わ
れ
た

西
日
暮
里
公
園
が
あ
り
、
公

園
の
向
か
い
に
は
諏
訪
神
社

が
あ
る
。
元
久
２
（
１
２
０

２
）
年
、
豊
島
左
衛
門
尉
経

泰
が
信
州
諏
訪
神
社
よ
り
勧

請
し
て
創
建
し
た
と
い
い
、

毎
年
８
月
下
旬
に
は
例
大
祭

で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。

通
り
の
中
ほ
ど
に
は
国
土

交
通
省
の
「
関
東
の
富
士
見

百
景
」
に
も
選
ば
れ
た
日
暮

里
富
士
見
坂
が
あ
る
が
、
富

士
山
が
見
え
る
都
心
有
数
の

名
所
で
あ
っ
た
も
の
の

千
駄
木
の
11
階
建
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
に
よ
り
、

富
士
山
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
谷
中
七
福
神

の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て

お
り
、
正
月
に
は
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
う
。

文
・
写
真

並
木
義
男

記
者
＝
荒
川
分
会

諏訪台通り（日暮里） 29

『 幕 末 高 校 生 』

李 闘 士 男 監督

周辺はお寺が多く、壁内側は経王寺

玉
木
宏
と
石
原
さ
と
み
が

主
演
を
務
め
る
Ｓ
Ｆ
時
代
活

劇
。
幕
末
期
の
江
戸
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
高
校
教
師

と
そ
の
生
徒
た
ち
が
、
幕
府

の
陸
軍
総
裁
、
勝
海
舟
ら
を

巻
き
込
み
な
が
ら
繰
り
広
げ

る
騒
動
を
描
い
て
い
ま
す
。

舞
台
は
、
１
８
６
８
年
の

江
戸
。
国
内
で
の
無
益
な
戦

い
を
避
け
よ
う
と
新
政
府
軍

参
謀
、
西
郷
隆
盛
に
和
平
交

渉
の
使
者
を
送
っ
た
勝
海
舟

は
、
そ
の
返
事
が
来
な
い
こ

と
に
気
を
も
む
。
そ
ん
な

折
、
勝
は
奉
行
所
に
捕
え
ら

れ
て
い
た
見
慣
れ
な
い
服
装

の
未
香
子
（
石
原
さ
と
み
）

と
雅
也
（
柄
本
時
生
）
に
出

会
い
ま
す
。
二
人
は
、
何
と

２
０
１
４
年
か
ら
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
き
た
と
い
う
。

高
校
教
師
の
未
香
子
に
よ

る
と
「
和
平
交
渉
が
行
わ
れ

る
の
で
、
江
戸
で
戦
は
起
こ

ら
な
い
」
は
ず
で
し
た
が
西

郷
か
ら
の
返
事
は
無
く
、
新

政
府
軍
の
「
江
戸
総
攻
撃
」

は
間
近
に
迫
っ
て
来
て
…
。

７
月
26
日
全
国
公
開
。

Ｃ
2014

「
幕
末
高
校
生
」

製
作
委
員
会

企
画
か
ら
一
週
間
で
販
売
の
ス
ピ
ー
ド
対
応
も

大 藤
日
暮
里
駅
前
の
三
井
住
友
銀
行
の
近
く
に
「
純
ち
ゃ
ん
ま
ん
じ

ゅ
う
」
、
「
晋
ち
ゃ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」
、
「
ね
じ
れ
解
消
餅
」
な

ど
現
職
の
内
閣
総
理
大
臣
等
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
た
お
菓
子
を

製
造
販
売
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
る
株
式
会
社

「
大
藤
」
が
あ
り
ま
す
。
大
久
保
俊
男
社
長
（
66
才
）
を
訪
ね
、

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
（
荒
川
区
西
日
暮
里
２
―
２
８
―
１
０
）

文
・
写
真

堀
茂
男
記
者
＝
日
暮
里
一
分
会
・
竹
達
浩
記
者
＝
南

千
住
分
会

新ブランド「江戸うさぎ」

先
代
の
父
藤
吉
さ

ん
は
、
戦
前
よ
り
愛

知
県
で
２
代
目
と
し

て
漬
物
屋
を
営
ん
で

い
ま
し
た
が
、
昭
和

25
年
に
事
業
を
廃
業

し
ま
し
た
。
そ
れ
を

機
に
、
一
家
は
母
の

実
家
で
あ
る
東
京
浅

草
に
移
り
住
み
、
父

藤
吉
さ
ん
は
浅
草
の

仲
見
世
で
ゼ
ロ
か
ら

店
員
と
し
て
働
き
始

め
ま
し
た
。

父
藤
吉
さ
ん
は
三
河
商
人
の

血
を
引
い
て
い
て
、
店
員
と
し

て
働
き
な
が
ら
浅
草
で
販
売
し

て
い
る
羊
か
ん
を
上
野
で
売
る

方
法
を
考
え
ま
し
た
。
浅
草
で

５
円
で
販
売
し
て
い
る
商
品
に

対
し
、
50
銭
の
経
費
で
西
郷
隆

盛
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
セ
ロ
ハ
ン

ラ
ベ
ル
を
作
り
、
そ
れ
に
商
品

を
包
ん
で
上
野
駅
前
で
７
円
で

商品開発は大久保社長の発想から

付
加
価
値
を
つ
け

慎
重
な
商
品
開
発

販
売
を
す
る
。
ラ
ベ
ル
包
装
で

上
野
に
行
き
買
っ
て
き
た
と
い

う
、
「
付
加
価
値
を
付
け
て
販

売
」
を
し
た
始
ま
り
で
す
。

現
在
の
商
品
企
画
開
発
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
大
久
保
社
長

に
よ
る
思
い
つ
き
の
も
の
が
、

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
そ
う
で
す
。

基
本
は
「
面
白
い
ね
、
笑
え
る

ね
！
」
と
言
わ
れ
、
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
、
時
代

の
話
題
性
の
あ
る
も
の
を
い
か

に
早
く
情
報
収
集
す
る
か
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
販
売
し
て
い
る
商
品
の

な
か
に
「
ア
メ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
飴
が
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
世

に
出
た
時
、
そ
れ
を
使
っ
て
い

か
に
早
く
商
品
と
し
て
世
に
出

す
か
を
考
え
た
わ
け
で
す
。
３

種
類
の
飴
（
抹
茶
味
、
梅
干

味
、
塩
味
）
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

企
画
商
品
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン

も
作
成
し
、
わ
ず
か
１
週
間
と

い
う
短
期
間
で
販
売
に
至
る
と

い
う
、
こ
の
よ
う
な
商
品
化
ま

で
の
ス
ピ
ー
ド
も
重
要
で
す
。

２
０
０
１
年
、
小
泉
さ
ん
が

総
理
大
臣
に
な
っ

た
際
に
自
民
党
本

部
に
行
き
、
売
ら

せ
て
も
ら
え
な
い

か
と
営
業
に
行
き

ま
し
た
が
、
あ
っ

け
な
く
断
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
し
か

し
、
喜
ぶ
人
が
い

る
の
で
は
と
思
い

こ
っ
そ
り
と
、
そ

の
年
の
７
月
末
に

靖
国
神
社
で
「
ガ

ン
バ
レ
純
ち
ゃ
ん

ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
発
売
し
、
好

評
を
得
て
始
ま

っ
た
の
が
政
治

家
シ
リ
ー
ズ
で

す
。当

時
、
小
泉

内
閣
の
支
持
率

が
下
降
し
た
時

は
大
手
新
聞
の
見
出
し
で
「
支

持
率
半
分
、
饅
頭
屋
は
も
っ
と

半
分
」
な
ど
と
書
か
れ
、
ネ
タ

と
し
て
揶
揄
さ
れ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

今
年
３
月
、
新
発
売
し
た
商

品
が
あ
り
ま
す
。
南
千
住
に
あ

る
素
蓋
雄
神
社
に
松
尾
芭
蕉
が

「
奥
の
細
道
」
へ
旅
立
つ
際
に

詠
ん
だ
句
の
碑
が
建
て
ら
れ
て

お
り
、
俳
句
の
中
に
魚
が
目
か

ら
涙
を
流
す
と
い
う
く
だ
り
が

あ
る
の
で
す
が
、
魚
の
目
よ
り

足
の
裏
の
ウ
オ
ノ
メ
の
ほ
う
が

面
白
い
と
思
い
、
足
の
裏
に
魚

の
目
そ
っ
く
り
の
新
作
「
魚
の

目
あ
め
」
を
作
り
ま
し
た
。
神

社
の
宮
司
さ
ん
に
伺
い
を
立
て

お
墨
付
き
を
頂
き
、
発
売
で
き微妙にリアルな「魚の目あめ」

洒落っ気いっぱいの商品名

蓄
積
経
験
駆
使
し
て

魅
力
あ
る
商
品
作
り

る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
温
故
知
新
の

企
業
理
念
の
も
と
に
世
相
を
読

み
、
柔
軟
な
発
想
と
創
造
性
を

駆
使
し
て
新
商
品
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

●
伊
藤
照
男
さ
ん

14
年
４
月

26
日
逝
去

享
年
83
歳
（
東
尾

久
２
・
畳
）

●
河
邊
教
四
郎
さ
ん

14
年
５

月
５
日
逝
去

享
年
93
歳
（
東

尾
久
１
・
電
気
工
）

●
遠
藤
薫
さ
ん

14
年
５
月
25

日
逝
去

享
年
65
歳
（
町
屋
南

・
内
装
工
）

謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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